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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

外部からの指摘により過去の営業取引の点検を行った結果、平成24年３月期から平成27年３月期に掛け

て取り組んだ２案件（那覇案件、神田案件）について、財務諸表利用者の投資判断の観点からより適切な

会計処理に訂正することといたしました。

（神田案件）

東京都千代田区に所在する不動産の売却に係る収入の収益計上区分についての見直しであります。

当社は、当該案件の収入について、事業上の理由から取引スキームの変更を行った上で「売上高」とし

て営業収益に計上しておりました。

当該取引スキームの変更は、当社が購入予定の不動産について、購入取引完結前に対象不動産を当社が

第三者へ売却することが決定できたことから、購入に係る不動産売買契約を解除し、売主と当社の間で事

業協定を締結した上で、対象不動産を売主から第三者に直接売却し、当社は売却金額の一部を分配金とし

て受領いたしました。不動産売買契約を解除した点を鑑みると、当該収入については、不動産売買契約を

解除したことに伴う補償金としての評価も可能であると判断するに至ったことから、財務諸表利用者の投

資判断の観点からより適切な会計処理として、「受取補償金」として営業外収益に計上することとしたも

のです。

当該決算訂正により、当社が平成26年２月７日付で提出いたしました第16期第３四半期（自 平成25年

10月１日　至 平成25年12月31日）報告書の記載事項の一部を訂正する必要が生じましたので、金融商品

取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

 

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

（訂正前）

回次
第15期
第３四半期
連結累計期間

第16期
第３四半期
連結累計期間

第15期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (千円) 719,068 2,485,484 1,544,021

経常利益又は経常損失(△) (千円) △108,709 343,634 145,405

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(千円) △130,792 294,166 120,025

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △130,792 294,166 120,025

純資産額 (千円) 1,027,164 1,876,980 1,277,982

総資産額 (千円) 3,990,316 5,122,472 5,101,681

１株当たり四半期(当期)純利益
金額又は四半期純損失金額(△)

(円) △4.54 8.15 4.16

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― 7.97 3.46

自己資本比率 (％) 23.5 36.6 23.3
 

 

回次
第15期
第３四半期
連結会計期間

第16期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) △1.82 9.08
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第15期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

するものの１株当たり四半期純損失金額であるため、記載しておりません。

４．平成26年１月１日付で普通株式１株につき200株の割合で株式分割を行っております。これに伴い前連結会

計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益金額又は１株当たり四半

期純損失金額(△)及び潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額を算定しております。
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（訂正後）

回次
第15期
第３四半期
連結累計期間

第16期
第３四半期
連結累計期間

第15期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (千円) 719,068 2,485,484 1,184,401

経常利益又は経常損失(△) (千円) △108,709 343,634 145,405

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(千円) △130,792 294,166 120,025

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △130,792 294,166 120,025

純資産額 (千円) 1,027,164 1,876,980 1,277,982

総資産額 (千円) 3,990,316 5,122,472 5,101,681

１株当たり四半期(当期)純利益
金額又は四半期純損失金額(△)

(円) △4.54 8.15 4.16

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― 7.97 3.46

自己資本比率 (％) 23.5 36.6 23.3
 

 

回次
第15期
第３四半期
連結会計期間

第16期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) △1.82 9.08
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第15期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

するものの１株当たり四半期純損失金額であるため、記載しておりません。

４．平成26年１月１日付で普通株式１株につき200株の割合で株式分割を行っております。これに伴い前連結会

計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益金額又は１株当たり四半

期純損失金額(△)及び潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額を算定しております。
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